










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































翻訳には The Autobiographies (Macmillan, 1955) を使用した。本稿は『幼年期と青
春期の回想』の翻訳である。原題：Reveries over Childhood and Youth
Reveries over Childhood and Youth は1915年に Cuala Press から出版された。
1938年に『自叙伝集』は『幼年期と青春期の回想』と『垂絹のゆらぎ』の２編に，
その他の４編が加えられて The Autobiography of William Butler Yeats となった。使
用したのは，1955年に再版された The Autobiographies である。
1．以前の部分については以下の論集に掲載した。
















7．Henry David Thoreau (181762) による作品 Walden, or Life in the Woods (1854)
8．マタタビに似た効果があり，猫の好物といわれる。
9．rath アイルランド地方の土砦。族長の家を囲んだ円形の堅固な土塀。
10．Scotland の詩人で予言者。Thomas of Ercildoune とも言われる。13世紀に実在
したといわれる。妖精の国の女王と出あってから，予言能力を獲得する。
11．オリビア・シェパード（Oliver Sheppard 18651941）彫刻家。Metropolitan
School of Art でイェイツに出会う。彼の彫刻『クフリーンの死』は1916年の
「イースター蜂起」を記念してダブリン中央郵便局に置かれている。






14．タナー（Joseph Mallord William Turner17751851）英国の風景画家
15．この小さな絵は行方がわかり，今は我が家に掛かっている。(1926年イェイツ
自注）
16．マネ (Edouard Manet 183283) フランスの画家：印象派の成立に貢献




18．ダウデン (Edward Dowden 18431913) 英文学者，文芸批評家。トリニティ・
コレッジに英文学講座を設置するため学科主任に任命される。シェークスピア，
シェリーの研究で知られる。このポストを足場にダブリン知識人に影響力もつ
ようになる。ダブリン神智学協会が生まれたのは彼の自宅においてだった。は
じめイェイツは英雄崇拝に似た感情を抱く。父ジョンとは大学時代から生涯の
友人。
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